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1はしがき

部門のアグリゲ-ションの問題は,産業連関表を作成

する場合にも,またこ.れを利用する場合にも,あらかじ

め理論臨　賓鐙的に枚討しておかねぼならぬことがらで

ある。

しかし,現在までにわかったアグリダーションの膝件

は,アグリダーションの前後において,リパ-カッシ日

ンの放巣が磐化しないという敷革的煉件であって1),こ

れは散りにも巌しすぎ,したがって,これでは産業連関

表の賛際的な用途をいちじるしく限定することとなる。

これの救済方法として,このような数撃的膜件を大鰹

において満たすような場合にまで,膝件を緩和する方輝

が捉案ざれてはいるが,それでもなお,賓際にはこのよ

うな場合に出合うことは稀であるといった方が⊥般的で

ある2)0

筆者はまえに,アグリグーションの前後におけるリパ

-カッションの激臭の相簿　相違について, 1つの経済

的な意味づけを輿えたが,これはまだ試論的なものであ

ることを断っておいた3)。本稿では,これに引き続いて,

アウトプットの大きさとは無関係に,アグリグーション

の前後におけるリパーカッションの数巣の相違する膝件

を導くこととしたO本稿もまた1つの読論に過ぎないこ

とをつけ加えておこう。
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勇

そこで,まずアグリダーシ日ンとリパ←カッシ甘ンと

の関係を分析しようoいま,つぎの3部門分割表を著え

る。

第1表

欝 I部門 欝 Ⅱ部門 算 El部 門
巌 賂需要酵 素y 冒

那 部 門 in -X i 0.12 -X ss Cォ13 -5 3̂ F , X ,

那 部 中 21革 巨 ,i ーa盟,1 . X ,

郡 部 車 31可 <332-̂ 2 巨 33可 x 3

この裏のなかの<HJは投入係数であって, a,ij-Xij/Xjで

あるO　また　Xi,Yi　はそれぞれ第i部門のアウトプット

および最終需要を示す。この裏を基礎として,箔工部門

と算ll嘗肝弓とを統合し,第Ⅲ部門はそのままとすれば,

第2表がえられる。ただし,第0部門とは,第I部門と

第Ⅱ部門とを統合した部門である。

第2衷

一般に

(an十a2i)Xi+ (ai,十a%z)2Ca

x, +xs

ojl Al十&32 -A-2

X+X,

603-^13十023,

である。すなわちbo。はαli+flaiとa21+ォ22との,そ軒しぞ

れX,X2をウエイトとする,加重算術平均であり, &a。

はa。1とa田との,それぞれ-2^1j -X-2をウエイトとする加

重算術平均にはかならない.さらにboSはaHとa23との

合計である。

投入係数のマトリックスをAとすれば, 3部門分割表

のA (これをAlであらわす)は

(2) 』ュ≡

.
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で興えられる。またアウトプットの列ヴユクトルをⅩ≒≡
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{Xi,易,x*l　長路需要の列ヴェクト}L,をy≡{Yt, F2,

Y3)とすれば,つぎの関係が成立することはよく知られ

たところである。

(3) X-〔Us-Al〕-Iy

ここでUBは3次の軍位マトリックスであり, det〔Ua-

Al〕幸0であることはいうまでもないO　ところで,逆マ

トリックス〔U.-A,〕~1を箕際に求めてみる。

(4) 〔U.-A,〕~1-

1-on　-aj2　-013

-ォai 1-ォ22　-0-x

-atl　-as2 1-a3:
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a.Vは逆マトリックスの要素である。これはつぎの如く,

ayであらわされる。

det 〔Ua-A,〕

1

det 〔U3-A,〕

1

deも 〔U,-Al〕

1

deも 〔Ua-Al〕

1

deも 〔Ua-At〕

1

det 〔U.-At〕

1

det 〔亡九一』1〕

1

deも 〔0,-Ai〕

1 I

det 〔U,-Al〕

したがって> (3)から

(6)

〔(1-azO Cl-"33) -a23 039〕

〔a2i(l-a33) +a23 as,〕

〔ォ3i(l-daa)十"21 032〕

〔a,,(l-0,0 +o!, 08.〕

〔(1-<Jii) (l-am) -aユ3 0,31〕

〔aa2(l-an) +ai2 a31〕

〔aォ(l - 022^ +ai2 Cォ23〕

〔osa(l-aii) +ala a21〕

〔(トォ..)(ト022) O'12ォ2I〕

X-ct"Yi+a12r2十　Y3

X2-a21 Y.+a" Yz+a23 Y3

X3-a31 Yl+a^ Y2+ass Fa

同様の操作を2部門統合表について行ってみるO　まず

この場合の投入係数のマトリックスA2は

・7) A- :::::]

であり, det〔ua-A.〕幸0として,蓮マトリックス〔UB

-B2〕11を褒める。この場合のU,は2攻の革位マトリ

ックスである。

(8) 〔Us-BsT^

研　　　究

afJを求めると,つぎの式がえられるO

det 〔U*-Bt〕

1

det 〔ug-B2〕

1

det 〔Ua-」,〕

〔1 -a3。〕

b30

r-6。 a

deも 〔U,一哉〕
Ci-6oo3

この記汝を使って,・ Xの値を求めると

(10)
xa-b-- r。十fi-3 Fサ

X8-63- Y。+b" Y3
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いま部門の統合においては

(ll) γ,-F,+F2

であるから,これを(10)に代入し-,I

(12)
X。-6-- Yl+b-- Y2+b-* Fs

Xa-b3" yt+b" Y2十b�"Y,

をうる。ところで

(13) X.≧I-Xi+X

であり,さらに(6)のXaと(12)のX3とが同じ値を

うるためには,つぎの甜係が成立しなければならない。

(14)

〔bOO- (aま1+a21)〕 Yl+ 〔f'- U12十a")〕 Ys

+ 〔b-3- (a13十o")〕 Y3≧O

b3。- -31--,32

上式のYはプラスの値をとるから,この不等軍が成立す

るための一番厳しい膝件はJoo≧: ^a?1, b<"≧a12+a22,

bO3≧a13+a*である。これと(14)の最後の等式,すな

わち

(15)

iioo

oo

03

3。!;ai蓬 J33 = (J3:

が,この場合の燐件である。もし上式において不等銃の,

代りに等親にした場合が,アグリグーションの前後百子お

いて,リパ-カッショジの放巣に軽化あない僚件にはか

ならない。

(IS)の膝件を寮和し,第1,2の商式を等渡で結びつ・

けるものとすると, 0.^-0.^あるいは(i-on-<O/a3i

-(1-aユi-a2a)!as2-(a13+a23)/(l-a,8)が導かれる。ま

えの場合からは,アグリグーションの前後において,リ

メ-カッションの致巣が等しい場合となってしまって,

本掛こもとることとなる。またのちの場合には, det(tr3

-^)-Oとなるから,この膝件をとることができないO.

また("15)式の第3式を等式とした場合,最初の2つ

の式のうち,いずれか1つを等銃で結び,他を不等唐と
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した場合においても,所期の目的を達することができな

い。さらにまた,同じく第3式を等式とした場合,第1,

2式を不等光で結ぶ場合でも同じ向きの不等式では,守

はり,その解はえられないQ　したがって,この場合,節

要の膝件は, (15)式の第1,2式を向きの異る不等式と

するととである。

3一撃換係数と能率係数-

以上のアグリゲ-ションの問題をリパp-カッション由

税鴇から吟味して, A|)/AiT-"-2とJCfj^JCl-¥-Jx.2との場

合の投入係数間の関係を求めると,そこで操る問題は,

x。>xt+x2は経済的に何を意味し, x。<xt十K2につ

いてはどうであるかということである。これについて

は,すでにまえの機合にこのことを論じたから4),ここ

では緒論だけを述べておこう. 2つの部門を統合すると

き,投入係数の異るために,ある場合には生産能率が向

上して,アグリゲ-ションのまえよりも,あとの方がア

4)山田勇　前掲蕃pp. 386-394

ウトプットが増大する場合があり,また他の場合では,

生産能率が低下して,減少することがある。このような

問題の分析にあたって,まえの機合では,原単位的な襲

換係数と,さらにまた,アグリゲ-ションのた釧こ生ず

るアウトプットの埼減を示す能率係数とを区別して考え

た。たとえば,航窒機の部分品を作るた釧こ必要な努働

技術と,製作機械とは,自動車の部分品を作る場合にも,,

そのまま適用することができると者えられるから,一定

の弊働,機械を用いる場合の航星磯の部分品と自動革の,

部分品とのそつのアウトプットの数量間には,原単位的

な軽換係数を者えるこ′とができる。これに勤し,極端な

場合の1例として,機械辞具の製作と絞維製品の製造と

を統合する場合には,製作機誠の故温塀り換え,弊倣

技術の再訓練等多くの能率上のロスが出てくる。これを

示すものが能率係数である。もちろん,箕際にはこのよ

うな蟹換係数と能率係数とを明確に区別することは不可~

随ではあろうが,理論的にアグリダーシ日ンの問題を者

える場合には,ある1つの者え方を示唆するものといえ

よう。


